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 共愛女学校第 9 代校長として 1925 年から 1965 年まで、40 年にわたって共愛学園を牽引





周の関心の所在や福音理解を探ってみたい。資料にするのは公開年順に以下の 4 点である。 
 
 翻訳「經濟問題に對する敎會の態度の變遷」（Frank M, Crouch）『基督教研究』 第 1 巻 
第 1 号、同志社大学神学部、1923 年 11 月 
 論文「歌に現われた I.W.W.に就いて」『基督教研究』第 1 巻 第 3 号、同志社大学神学部、
1924 年 7 月 
 論文「人格的神觀について」『基督教研究』第 2 巻 第 1 号、同志社大学神学部、1924
年 12 月 
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 著書『基督教要義』日本組合基督教會本部発行 1924 年 11 月 
  
















   2. 教会の経済的信条に対する世俗（帝国）主義の感化 
   3. 経済産業関係に対する中世時代の反動 
   4. 現代においては経済的勢力が教会を支配している 
   5. 産業の俗化に対する現代の反駁 
 






 これは『基督教研究』第 3 号に収録された全 22 ページの周の論文である。テーマにある






























































 第 1 章 宗教に就いて 
 第 2 章 基督教 
 第 3 章 基督教歴史大要 
 第 4 章 教会、教派 
 第 5 章 儀式、礼典 
 第 6 章 祈祷 
 第 7 章 聖書 
 第 8 章 イエス・キリスト 
 第 9 章 神 
 第 10 章 基督教徒の生活と社会的理想 
 第 11 章 活ける進歩的宗教の条件 






































































































































































ては 19 世後半から 20 世紀初めにかけて盛んになった自由主義神学ならびに社会福音





























































 周は 1921 年にアメリカから帰国し、同志社大学で教鞭をとるようになる。その頃の同志
社大学ならびに周が所属していた日本組合基督教会の状況はどのようなものだったのだろ
うか。まず同志社大学の状況から見てみよう。 
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1 『共愛学園百年史 下巻』（学校法人共愛学園 2009 年）26 頁 




3  たとえば社会主義・共産主義の歌として有名なポティエの「インターナショナル」。 


















7 『基督教要義』の「第 3 章 基督教歴史大要」「第 4 章 教会・教派」「第 5 章 儀式・
礼典」はこのような立場から叙述されている。 
Mar. 2017 周再賜の信仰と神学（１） 初期の著作の検討から 
 
103 
                                                                                                                                                     
8 菅井前掲書 37 頁。日野は宗教哲学や思想史が専門だったようだが、この時期、同志社で
は哲学を教えていた。 
9 日野真澄『基督教教理史』（警醒社書店 1919 年）１頁。英語表記は McGiffer。マック
ギファルト、マクギファートなど表記はさまざまだが、ここでは『キリスト教人名辞典』（日
本基督教団出版局 1986 年）に従った。 
10 大宮前掲書 82 頁。なお、逃亡奴隷救出に関わった大学関係者を被告とする裁判の研究
書に『南北戦争を起こした町－奴隷解放とオーバリン大学』（ナット・ブラント著、彩流社
1999 年）があり、オベリン大学の学風を知ることができる。 
11 大宮前掲書 171 頁、173 頁 
12  大宮前掲書 153 頁 
13  管井前掲書 38－39 頁 
14 大宮前掲書 171 頁 
15  日野真澄『基督教教理史』（警醒社書店 1919 年）1 頁 
16 『共愛学園百年史（下巻）』19 ページでは 1917 年に卒業したとされているが、管井は
1918 年としている。 
17 「体験神学」『キリスト教神学事典』（教文館 1995 年） 
18 大宮前掲書 171-172 頁 
19 管井前掲書 63 頁 
20 「自由主義 アメリカ合衆国」『現代キリスト教神学思想辞典』260 頁 
21 同志社大学公式ホームページ＞大学紹介＞年表 
 https://www.doshisha.ac.jp/information/history/chronology.html 
22 土肥昭夫『日本プロテスタント・キリスト教史』第 4 版（新教出版社 1997 年）257
頁 
23 蘆田慶治「発刊の辞」『基督教研究』第 1 巻 第 1 号 1923 年 11 月 
24  土肥前掲書 235 頁 
25  土肥前掲書 235 頁、ここで土肥は日本組合基督教会の機関紙『基督教世界』1919 年
10 月 7 日号を参考にしている。 
26  土肥前掲書 235 頁 
27  土肥前掲書 144-147 頁、土肥昭夫『日本プロテスタント・キリスト教史論』（教文館 
1987 年）198-199 頁 
28  管井前掲書 1 頁 
29  管井前掲書 77 頁 
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周の名前英語表記は、『基督教研究』第 1 巻および第 2 巻に掲載された表記に従った。 
